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2024 年 5 月 2 日現在 
誠に申し訳ございませんが、以下の箇所の訂正をお願い申し上げます。 

◇必須問題◇ 

ページ 問番号 箇所 訂正前 訂正後 

34 関連問題 
問題 2

解答 
× ◯ 

 

◇理論問題◇ 

ページ 問番号 箇所 訂正前 訂正後 

106 91 

問題文 

1 行目 

 

0.100 mol 水酸化ナトリウム 

 

 

0.100 mol/L 水酸化ナトリウム 

 

問題文 

3 行目 

 

log3＝0.47 

 

log3＝0.477 

126 100 
選択肢 4

解説文 

EDTA はカルシウムイオンの定量

分析に用いられるが、その際、

EDTA の蛍光特性が変化するわけ

ではない。水道水の硬度試験法に

EDTA による滴定法（エリオクロ

ムブラック T 法）がある。（中略）

これにより、Ca2＋の定量分析がで

きるが、その際、EDTA 自体はキ

レート試薬として用いられてお

り、カルシウムイオンとの配位結

合形成により蛍光特性が変化して

いるのは EBT である。 

EDTA はカルシウムイオンの定量

分析に用いられるが、その際、

EDTA の蛍光特性が変化するわけ

ではない。カルシウムイオンとの

配位結合形成により蛍光特性が変

化するため、Ca2＋の定量分析に

用いられる試薬として Fura-2 が

挙げられる。Fura-2 は Ca2＋キ

レート剤と発蛍光団を組合わせた

構造をもつ化合物で、Ca2＋と結

合することで励起スペクトルの短

波長シフトが起こる。これによ

り、Fura-2 は細胞内 Ca2＋の変

化測定に用いられる。 

188 128 
問題４ 

解説文 

代表例として、アゾ基やニトロ基

の還元反応があげられる。 

代表例として、還元的脱ハロゲン

化反応があげられる。 
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◇実践問題◇ 

ページ 問番号 箇所 訂正前 訂正後 

373 関連問題 

解説文

（朱書）

3 行目 

構造 E

の名称 

3,4-ジヒドロキシフェニルアセト

アルデヒド 
3,4-ジヒドロキシフェニル酢酸 

選択肢ｂ

解説文 

2 行目 

3,4-ジヒドロキシフェニルアセト

アルデヒド 
3,4-ジヒドロキシフェニル酢酸 

429 問 254 
選択肢 2

解説文 

主に、ER 陽性で HER2 陰性の乳

がんの治療に用いられるため、

HER2 陽性の本患者には不適切で

ある。 

閉経前乳がんへ使用する場合、

LH-RH製剤投与下でCDK4/6阻

害剤との併用が必要である。した

がって、本患者には不適切である。 

437 関連問題 

問題 1 

解説 

１行目 

低 K＋血症 高 K＋血症 

448 関連問題 解答 d E 

 


